※緊急時連絡方法についてのメモ（担当校、世話人用）

開催校世話人と連絡会世話人の間で確認し、シッター、アルバイト、事務局員等に周知してください。

原則：

シッター会社は託児室を離れることがないようにする。（他の子供の保育に支障をきたさないため。）また、子供の病気にたいしては保護者が対応することを原則して、非常時呼び出し方法を確立する。

１）　　　シッターから保護者に携帯等で直接連絡すること原則とする。電話がつながらない場合、あるいは、携帯がない場合は大会本部に連絡して、本部からアルバイター等を派遣して探す等の方法を検討する。保護者がいる場所は保護者から子供をあずけるときに申告されているので、シッター会社が依頼する際に事務局に告げる

2） 上記の方法が不適切と考えられる場合には、開催校世話人、連絡会世話人、シッター、事務局等で相談する。保護者に連絡がとれなくても、緊急に病院に運ぶ必要が生じた場合の対応方法を決める
